
男
性
も
女
性
も
と
も
に
輝
く
た
め
に

と
も
に
考
え
る
委
員
会
で
す

　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
自
宅
訪
問
に
よ
る

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
支
給
内
容
】　　

�

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
利
用
券（
散
髪

の
み
）１
枚（
９
月
30
日
ま
で
利
用
可
）

【
自
己
負
担
額
】　
原
則
利
用
料
の
１
割（
４
５
０
円
）

【
受
付
期
間
】　　
３
月
３
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

【
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人
】

《
共
通
要
件
》  

３
月
１
日
現
在
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

　
（
注
）施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
な
ど
は
除
く
。

　
○
平
成
25
年
９
月
～
平
成
26
年
２
月
の
間
で
３
か
月
以
上
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

　
○
世
帯
の
平
成
24
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税

　
○
市
税
、介
護
保
険
料
、国
民
健
康
保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

《
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
要
件
》

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
●�

65
歳
以
上
で
要
介
護
４
、５
の
認
定
を
受
け

て
い
る

　
●�

65
歳
未
満
で
要
介
護
４
、５
の
認
定
を
受
け

て
お
り
、同
居
人
の
す
べ
て
が
65
歳
以
上
ま

た
は
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
場
合

《
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
要
件
》

　
次
の
両
方
に
該
当
す
る
人

　
○
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る

　

��

①�

身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
不
自
由・
視
覚・

内
部
）１
、２
級

　

��

②
療
育
手
帳
Ａ
１
、Ａ
２

　

��

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、２
級

　
○�

同
居
人
の
す
べ
て
が
65
歳
以
上
ま
た
は
し
ょ

う
が
い
の
あ
る
場
合

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
な

ど
に
衛
生
的
に
す
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、紙
お
む
つ
等
支
給
券
を
交
付
し

ま
す
。

【
支
給
内
容
】

　
２
万
７
千
円
分
の
支
給
券（
９
月
30
日
ま
で
利
用
可
）

【
集
中
受
付
期
間
】

　
３
月
３
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

【
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人
】

　
申
請
時
に
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

　
（
注
）�施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
入
院
し
て
い
る
人
、日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
で

紙
お
む
つ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
除
く
。

　
○
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
　
ア
要
介
護
３
、４
、５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

　
　
イ
身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
不
自
由
）１
、２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
　
ウ
療
育
手
帳
Ａ
１
、Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
○
申
請
日
前
６
か
月
の
う
ち
３
か
月
以
上
在
宅
生
活
を
し
て
い
た

　
○
常
時
お
む
つ
が
必
要
で
、現
在
も
使
用
し
て
い
る

　
○
世
帯
の
平
成
24
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税

　
○�

市
税
、介
護
保
険
料
、国
民
健
康
保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る

　
市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
避
難
支
援
計
画
を
も
と
に
、避
難
場
所

に
関
す
る
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
、介
護
を
要
す
る
人
の
た
め
の「
福
祉
避
難
所
」と
し
て
協
力
を
い

た
だ
け
る
事
業
所
と
の
協
定
を
行
い
、今
回
は
関
連

す
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
締
結
し
ま
し
た
。

①
宿
泊
施
設
の
提
供

　
長
浜
旅
館
組
合（
18
事
業
者
）お
よ
び
奥
び
わ
湖
宿
の
会

（
９
事
業
者
）と
締
結
し
、妊
産
婦
や
乳
幼
児
、高
齢
者
、し
ょ

う
が
い
者
な
ど
、集
団
生
活
が
困
難
な
人
を
、一
時
的
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
福
祉
用
具
の
供
給

　
湖
北
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
議
会
を
中
心
と
す

る
法
人（
12
事
業
者
）と
締
結
し
、指
定
避
難
所
や
福
祉
避
難

所
に
お
い
て
、救
援
物
資
で
は
対
応
で
き
な
い
要
援
護
者
の

個
々
に
合
わ
せ
た
用
具
を
供
給
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

「
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の
避
難
お
よ
び
避
難
生
活
・

福
祉
避
難
所
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す

●
主
催
　
長
浜
市
、長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
、滋
賀
県
、滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
要
援
護
者
の
避
難
支
援
研
究
に
関
す
る
第
一
人
者
、同
志
社
大
学
の
立
木
茂
雄
教
授

と
、先
の
大
震
災
に
お
い
て
、福
祉
避
難
所
の
立
上
げ
な
ど
、先
進
的
な
取
組
み
を
さ
れ

た
石
巻
市
役
所
の
高
橋
由
美
技
術
課
長
補
佐
を
お
招
き
し
、最
前
線
の
研
究
成
果
と
被

災
地
で
の
活
動
や
貴
重
な
体
験
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
込
は
電
話
で
右
記
担
当
課
ま
で
。

【
と
　
き
】３
月
19
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
会
　
場
】び
わ
文
化
学
習
セ
ン
タ
ー
〈
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ザ
〉（
難
波
町
）

【
定
　
員
】３
０
０
人（
先
着
順
）

行
政
information

行
政
information

行
政
information

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

衛
生
材
料
支
給
券
を
交
付
し
ま
す

災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５–

７
７
８
９
）

し
ょ
う
が
い
福
祉
課（
☎
６
５–

６
５
１
８
）

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５–

７
７
８
９
）

し
ょ
う
が
い
福
祉
課（
☎
６
５–

６
５
１
８
）

問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課（
☎
６
５–

６
５
１
８
）

　
申
請
窓
口
　

　
高
齢
福
祉
介
護
課〈
東
別
館
１
階
〉

　
北
部
振
興
局・各
支
所
福
祉
生
活
課

　
持
ち
物
　

　
申
請
書

　
※�

申
請
書
は
前
回
対
象
の
人
に
お
送
り
し
て
い
る

ほ
か
、窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
申
請
窓
口
　

　
し
ょ
う
が
い
福
祉
課〈
東
別
館
１
階
〉

　
北
部
振
興
局・各
支
所
福
祉
生
活
課

　
持
ち
物
　

　
申
請
書・お
持
ち
の
手
帳

　
※�

申
請
書
は
前
回
対
象
の
人
に
お
送
り
し
て
い
る

ほ
か
、窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
申
請
窓
口
　

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
…
高
齢
福
祉
介
護
課〈
東
別
館
１
階
〉

　
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
…
し
ょ
う
が
い
福
祉
課〈
東
別
館
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
・
各
支
所
福
祉
生
活
課

　
持
ち
物
　

　
申
請
書
・
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
は
お
持
ち
の
手
帳

　
　
※
申
請
書
は
前
回
対
象
の
人
に
お
送
り
し
て
い
る
ほ
か
、窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
　
※
今
後
、新
た
に
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
随
時
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

男女共同参画を進めるパートナーシップ委員
　市では、誰もがいきいきと輝くことができる「男女共同参画社会」の実現をめざし、ともにその取組み
について考えていただく「長浜市男女共同参画を進めるパートナーシップ委員会委員」を募集します。

【募集人数】�３人（選考委員会で決定）
【任　　期】�６月１日〜平成28年５月31日
【応募資格】�次の条件を全て満たす人
� ①男女共同参画社会の実現に向けて建設的な意見をお持ちの人
� ②年２回程度の委員会（平日）に参加できる人
� ③平成26年４月１日現在、満18歳以上の人（高校生は除く）
� ④市内に在住・通勤・通学している人
� ⑤公職および常勤の公務員以外の人
� ⑥市の附属機関の委員を３つ以上していない人
【応募方法】� �①住所②氏名③年齢④性別⑤電話番号⑥男女共同参画社会に関

する意見・提案（400字程度）を、郵送またはメールで下記までご
応募ください。

【応募締切】�４月25日（金）必着

　問合せ・応募先　
〒526-8501　高田町12番34号　人権施策推進課 〈本館２階〉
☎６５－６５60�　 ６４－０３９６　 Eメール �jinken@city.nagahama.lg.jp

募 集

広報ながはま　2014年３月　2021　広報ながはま　2014年３月


